
教養演習Ⅰ 人間文化学科 

 

 

授業概要  

この授業は人間文化学科の１年次生が全員履修し、２年次以降の履修課程につなげる授業である。 

グループワークを中心にしながら、大学生活にも早く慣れ、大学で学び卒業するために必要なさまざまな力、 

意識を養成する。 

授業計画  

 以下の項目について授業を行う。 

 回数や進度についてはあくまでも例示であり、担当教員によって変更がある。 
第 1 回 入学前の自己を振り返る 

第 2 回 大学生活での目標を立てる。履修計画を立てる。カリキュラムを知る 

第 3 回 ゼミ内で自己紹介をする。他のゼミ生や教職員、在校生にインタビューをする 

第 4 回 講義の形態に応じたメモ、ノートの取り方を学ぶ 

第 5 回 専門的な文章を読み解く力をつける 

第 6 回 文章を要約する力をつける 

第 7 回 メディアセンターの使い方を知る 

第 8 回 新聞やニュースでの話題について学ぶ 

第 9 回 国際社会や地域社会について学ぶ 

第 10回 キャリアについて考える 

第 11回 社会人の話を聞く 

第 12回 専門分野の学問に触れる 

第 13回 テーマに基づき、調べ考察し発表する 

第 14回 発表を聞いて意見を述べる 

第 15回 まとめ 

第 16回 筆記試験またはレポート 

  
到達目標  

以下の 6 点が全体の目標だが、担当教員によって重点項目が異なる。 

①大学での学習に必要な基礎的学力を身につけることができる。 

②社会で適用する能力の初歩を身につけることができる。 

③学問的興味関心を持つことができる。 

④キャリア意識を持つことができる。 

⑤自己を理解し、他者を理解する力を身につけることができる。 

⑥社会への関心、国際的な視野を獲得できる。 

履修上の注意  

遅刻欠席をしないこと。特別な理由がない限りすべて出席するのが前提である。 

学外での授業を行う場合がある。 

予習・復習  

担当教員に指示されることを行うこと。 

評価方法  

第１回目の授業時に担当教員による説明がなされる。 

テキスト  

担当教員の指示に従うこと。  


